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教科名〔 公民 〕 
科 目 名 単 位 数 学年・組 担 当 者 名 

    政治経済   ２単位 ２年１～６組 * 
１ 学習の到達目標等 

学習の到達目標 
①政治・経済の大まかな仕組みを理解する。 
②現代社会が抱える様々な政治･経済の問題を学ぶ。 
③政治･経済のさまざまな問題に対し、自分なりの意見を持てるようにする。 

使用教科書・副教材等 
実教『新盤・政治経済』 
プリント教材 

２ 学習計画及び評価法等 
評価の観点の 
ポイント 

学
期 学習内容 月 学習のねらい 

備考 
１．学習活動の

特記事項 
２．副教材の使

用など 

考
査
範
囲 

関
心
・
意
欲 

態
度 思

考
・
判
断 

技
能
・
表
現 

知
識
・
理
解 

１  現代の政治 
1.民主政治の基本原理 
2法の支配と人権の確立  
3民主政治のしくみ 
4.世界の主な政治体制 
5民主政治の特質 
 
 
２日本国憲法の基本原理 
1日本国憲法の制定と基本原理 
 

４

・

５ 

 
政治、国家、法などの定義 
法の支配について 
民主政治の成り立ちおよび社会契約説の説

明 
民主政治の成立の歴史 
議院内閣制と大統領制の特徴と発展の歴史 
 
 
大日本国憲法と日本国憲法の比較 
日本国憲法の成立過程 
日本国憲法の三原則の内容 

 
 
 
 
教科書および 
プリント使用 

第

１

学

期

中

間

考

査 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 

○

 
 
 
 
 
 
 
○

 
 

 ○

 
 
 
 
 
 
 
○

 
 

第

１

学

期 2.基本的人権の保障 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.平和主義 

６

・

７

・

８ 

参政権について 
自由権の内容 
死刑制度について 
平等について また、現在の様々な差別事象

について学習させる。 
社会権について 
新しい人権についての説明 
「公共の福祉」についての説明 
 
9条の内容とその解釈の変遷 

 
 
教科書および 
プリント使用 
必要に応じて

ビデオ教材使

用 

第

１

学

期

期

末

考

査 

○ ○ ○ ○

第

２

学

期 
 

３日本の政治機構 
1国会 
2内閣 
3裁判所 
4地方自治 

９

・

10 

 
国会、内閣、裁判所のそれぞれの役割とその

お互いの関係について学習する。 
 
地方自治の内容、および現在の問題点につい

て 

 
教科書および 
プリント使用 
必要に応じて 
ビデオ使用 

第

２

学

期

中

間

考

査 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
 

○

 
 
 
 
 
 
 
 

○ ○
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４日本の政治の特質と課題 
１世論とマスコミ 
２選挙と政治意識 
3政党政治と政治参加 
 
 

10
・

11
・

12 

 
民主政治の中の世論の力について考える。 
日本の選挙の方法を理解する。 
日本の政治のしくみと問題点を考える。 
 
 
 

 
教科書および 
プリント使用 第

２

学

期

期

末

考

査 

○ 
 

○

 
○ ○

 

第

３

学

期 

５.現代の国際政治 
１国際社会の動向 
２国際関係と国際法 
３国際社会の組織化 
４国際政治の課題 
５地球環境問題と国際社会 
６国際社会における日本の役割 

１ 
・ 
２ 
 

 
冷戦後の世界の動きを知る。 
国際法のはたす役割と限界について考える。

国際連盟および国際連合の仕組みについて 
国際問題の解決策を考える。 
地球環境の現状とその保護について考える。

日本のこれからの世界へのはたらきかけを

考える。 

  
 
 
学

年

末

考

査 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ ○

 
 
 
 
 
 

○

【１・２・３学期における課題・提出物等】 
 授業プリント提出、各長期休みには、問題集より課題を課す ノート提出 

【１・２・３学期における評価方法】 
 プリント提出、ノート提出、授業態度、テストなどを総合的に評価する 

 


